
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

移動等円滑化促進方針・基本構想の
作成状況

資料３



全国における基本構想の作成状況 （令和３年３月末時点）

・全国における基本構想は、３０９市区町において作成されており、作成率は約２割となっている。

・人口規模が比較的大きい「市・区」で見ると、作成率は３分の１となっており、そのうち政令市・中核市・特別区
は８割以上となっている。

＜基本構想の作成 自治体数＞

全国 市・区 町 村
政令市 中核市 その他の市 特別区

作成率 17.7 ％ 35.0 ％ 95.0 ％ 84.5 ％ 27.5 ％ 91.3 ％ 3.2 ％ 0.0 ％

作成数 309 ／ 1741 285 ／ 815 19 ／ 20 49 ／ 58 196 ／ 714 21 ／ 23 24 ／ 743 0 ／ 183
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北海道 東北 関東 北陸信越 中部

作成数 16 12 93 17 43

作成率
8.9 ％ 5.3 ％ 27.1 ％ 12.1 ％ 24.3 ％

16 ／ 179 12 ／ 227 93 ／ 343 17 ／ 141 43 ／ 177

うち市・区の作成率
40.0 ％ 14.3 ％ 41.2 ％ 26.7 ％ 38.1 ％

14 ／ 35 11 ／ 77 89 ／ 216 16 ／ 60 40 ／ 105

近畿 中国 四国 九州 沖縄

作成数 80 22 6 18 2

作成率
40.4 ％ 20.6 ％ 6.3 ％ 7.7 ％ 4.9 ％

80 ／ 198 22 ／ 107 6 ／ 95 18 ／ 233 2 ／ 41

うち市・区の作成率
63.1 ％ 37.0 ％ 15.8 ％ 15.7 ％ 18.2 ％

70 ／ 111 20 ／ 54 6 ／ 38 17 ／ 108 2 ／ 11

作成数 作成率
うち市・区の

作成率
赤塗り箇所：

全国平均以上

全国 309
17.7 ％ 35.0 ％ 青塗り箇所：

全国平均以下309 ／ 1741 285 ／ 815

地域別 基本構想の作成状況 （令和３年３月末時点） ※ブロック内訳は、運輸局と同じ

※赤塗り箇所：
全国平均以上
※青塗り箇所：

全国平均以下
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近畿における基本構想の作成状況 （令和３年３月末時点）

・近畿における基本構想は、８０市町において作成されており、作成率は約４割となっている。
・政令市・中核市においての作成率は９割以上となっている。

近畿 市 町 村
政令市 中核市 その他の市

作成率 40.4 ％ 63.1 ％ 100.0 ％ 92.9 ％ 57.0 ％ 13.9 ％ 0.0 ％

作成数 80 ／ 198 70 ／ 111 4 ／ 4 13 ／ 14 53 ／ 93 10 ／ 72 0 ／ 15

3



基本構想・移動等円滑化促進方針作成市町村一覧

都道府県 市町村 都道府県 市町村 都道府県 市町村

北海道

札幌市

千葉県

千葉市

神奈川県

大和市

小樽市 市川市 伊勢原市

旭川市 船橋市 座間市

室蘭市 松戸市 大磯町

釧路市 野田市 二宮町

北見市 習志野市

新潟県

新潟市

苫小牧市 柏市 長岡市

江別市 市原市 柏崎市

千歳市 流山市 新発田市

滝川市 八千代市 見附市

深川市 我孫子市 糸魚川市

富良野市 鎌ケ谷市 上越市

恵庭市 浦安市 南魚沼市

伊達市 袖ケ浦市 湯沢町

枝幸町

東京都

千代田区
富山県

魚津市

遠軽町 港区 射水市

青森県 青森市 新宿区 石川県 金沢市

岩手県
盛岡市 文京区

福井県
福井市

一関市 台東区 敦賀市

宮城県
仙台市 墨田区

山梨県

甲府市

松島町 江東区 山梨市

秋田県 秋田市 品川区 笛吹市

山形県
山形市 目黒区 上野原市

南陽市 大田区

長野県

松本市

福島県

福島市 世田谷区 岡谷市

会津若松市 中野区 諏訪市

郡山市 杉並区 塩尻市

いわき市 豊島区 茅野市

茨城県

水戸市 北区

岐阜県

岐阜市

日立市 荒川区 多治見市

土浦市 板橋区 中津川市

石岡市 練馬区 瑞浪市

笠間市 足立区 羽島市

取手市 葛飾区 恵那市

ひたちなか市 渋谷区 美濃加茂市

栃木県

宇都宮市 八王子市 土岐市

栃木市 武蔵野市 各務原市

佐野市 三鷹市 可児市

鹿沼市 府中市 瑞穂市

日光市 調布市 笠松町

小山市 町田市 垂井町

那須塩原市 小金井市

静岡県

静岡市

下野市 日野市 浜松市

群馬県

前橋市 羽村市 沼津市

高崎市

神奈川県

横浜市 熱海市

伊勢崎市 川崎市 三島市

埼玉県

さいたま市 相模原市 富士宮市

熊谷市 平塚市 伊東市

川口市 鎌倉市 島田市

所沢市 藤沢市 富士市

東松山市 小田原市 焼津市

深谷市 茅ヶ崎市 藤枝市

入間市 逗子市 御殿場市

白岡市 三浦市 袋井市

小川町 秦野市
愛知県

名古屋市

寄居町 厚木市 岡崎市

都道府県 市町村

岩手県 遠野市

千葉県 千葉市

東京都 大田区

富山県 射水市

三重県 伊勢市

大阪府 堺市

兵庫県 明石市

奈良県 奈良市

山口県 宇部市

福岡県 飯塚市

大分県 大分市

〇移動等円滑化基本構想作成市町村（令和３年３月末時点） 〇移動等円滑化促進方針
作成市町村
（令和３年３月末時点）

計 １１市町村

≪参考資料≫
• 『移動等円滑化促進方針作成市町村一覧』 ：

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree
/content/001351711.pdf

• 『基本構想作成市町村一覧』 ：
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/barrierfree
/content/001340561.pdf

都道府県 市町村 都道府県 市町村 都道府県 市町村

愛知県

瀬戸市

大阪府

門真市
香川県

高松市

春日井市 摂津市 丸亀市

豊川市 高石市
愛媛県

松山市

刈谷市 藤井寺市 今治市

豊田市 東大阪市 高知県 高知市

日進市 泉南市

福岡県

北九州市

知多市 四條畷市 福岡市

阿久比町 交野市 大牟田市

三重県

津市 大阪狭山市 久留米市

伊勢市 阪南市 筑紫野市

松阪市 島本町 大野城市

桑名市

兵庫県

神戸市 古賀市

亀山市 姫路市 福津市

滋賀県

大津市 明石市 糸島市

彦根市 西宮市 遠賀町

長浜市 芦屋市 佐賀県 唐津市

近江八幡市 加古川市
長崎県

長崎市

草津市 宝塚市 佐世保市

守山市 川西市 熊本県 熊本市

栗東市 播磨町
大分県

大分市

甲賀市

奈良県

奈良市 別府市

野洲市 大和郡山市 宮崎県 宮崎市

高島市 橿原市 鹿児島県 鹿児島市

米原市 香芝市
沖縄県

那覇市

竜王町 葛城市 宮古島市

京都府

京都市 五條市

福知山市 河合町 計 ３０９市町村

宇治市 桜井市

亀岡市 斑鳩町

向日市 上牧町

長岡京市

和歌山県

和歌山市

八幡市 橋本市

京田辺市 田辺市

木津川市 高野町

大山崎町 那智勝浦町

精華町

鳥取県

鳥取市

大阪府

大阪市 米子市

堺市 倉吉市

岸和田市

島根県

松江市

豊中市 出雲市

池田市 江津市

吹田市

岡山県

倉敷市

高槻市 笠岡市

貝塚市 津山市

守口市

広島県

広島市

枚方市 呉市

茨木市 三原市

八尾市 尾道市

泉佐野市 福山市

富田林市 東広島市

寝屋川市 廿日市市

河内長野市 大竹市

松原市 海田町

大東市 坂町

和泉市

山口県

下関市

箕面市 山口市

柏原市 周南市

羽曳野市 徳島県 徳島市

４

※堺市の計画については、移動等
円滑化促進地区等は今後定められる
こととなっている。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

マスタープラン・基本構想の作成事例

※本事例集に記載の内容は、各自治体において作成されたマスタープラン・基本構想に基づき、
国土交通省において編集を行っているものであり、実際の計画に記載の表現等と異なる場合が
あります。実際の記載内容については、各計画本体をご参照ください。
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●法定協議会：明石市ユニバーサルデザインのまちづくり協議会
●利用者の意見反映：①協議会の開催（８回）

②協議会に参加していない団体からのヒアリング（２団体）
③パブリックコメント（17件）

●計画期間：６年間（令和元年度～令和６年度）

●移動等円滑化促進方針の評価・見直しに関する方針：
• 協議会において当事者参画のもと、計画だけでなく具体的取組についても、検証・改善。
• 計画最終年度に、計画の検証を行った上で計画改定（継続的なスパライラルアップ）。

●移動等円滑化促進地区：12地区
設定 ①多くの市民や来訪者が利用する駅周辺で、徒歩圏内に３箇所以上生活関連施設が立地。
方針 ②「平成14年基本構想」で重点整備地区、準整備地区とされていた地区。

③地域発案の生活拠点地区で、徒歩圏内に３箇所以上生活関連施設が立地する地区も検討。
地区名 地区名

JR朝霧駅周辺地区 山陽電鉄西新町駅周辺地区
JR明石駅・山陽電鉄山陽明石駅周辺地区 山陽電鉄林崎松江海岸駅周辺地区
JR西明石駅周辺地区 山陽電鉄中八木駅周辺地区
JR大久保駅周辺地区 山陽電鉄東二見駅周辺地区
JR魚住駅周辺地区 山陽電鉄西二見駅周辺地区
JR土山駅周辺地区 松が丘地区

明石市ユニバーサルデザインのまちづくり実行計画【令和２年３月公表】

①利用者視点に立ったユーザビリティの向上
②当事者・市民参画による計画・取組の推進

兵庫県明石市

○ 移動等円滑化に係る基本的な方針（基本理念の実現に向けた基本目標）

＜マスタープランの概要＞

市の目指す「住みたい・住み続けたいと思うまち」や、持続可能な開発目標（SDGs）の理念に基づき、「誰ひとり取り残すことなく助け合うま
ちづくり」という考えのもと、誰もが生き生きとした人生を享受することのできる共生社会の実現を目指し作成。
実行計画には、「ユニバーサルデザインのまちづくりを進めるための方針（マスタープラン）」と「事業を重点的・一体的に実施することが必要な
地区の方針（基本構想）」を一体的に位置づけることとしている。（基本構想は策定次第追加予定）

●市の概況： （平成31年4月1日時点）

人口 298,399人

世帯数 127,751世帯

市域の面積 4,942ha

高齢者数 78,612人 26.3%

身体障害者数 2,732人 1%

知的障害者数 2,813人 1%

精神障害者数 11,475人 4%

③「ハード」と「ソフト（ハート）」の両輪
④ユニバーサルツーリズムの推進

●作成期間：約１年３ヶ月（平成31年１月～令和２年３月）

地域公共バリアフリー化調査事業活用

⑤災害時等に対応したUDのまちづくり
⑥地域との連携
⑦計画の継続改善と見直し

※凡例：◎必須記載事項、○任意記載事項
６



●移動等円滑化の促進に関する事項
• 地区ごとに目標と取組方針を記載。

●移動等円滑化促進地区の位置・区域
• 市域における移動等円滑化促進地区の位置を明記。

◎ 移動等円滑化促進地区（一例）
●主な生活関連施設・生活関連経路
（松が丘地区）
• 地区外の生活関連施設や主要施設も記載。

明石市ユニバーサルデザインのまちづくり実行計画【令和２年３月公表】

※凡例：◎必須記載事項、○任意記載事項
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○ 心のバリアフリーの推進

○ バリアフリー情報の収集・整理・提供に関する事項

• 以下の旅客施設と道路の境界等において改修等を行う場合に、工事
着手の30日前までに改修工事の内容等を市町村に届け出てもらうこと
が必要。

• バリアフリーマップの作成・普及に努める
こと

• 市がマップを作成する場合には、バリアフ
リー法の規定に基づき施設管理者から
情報提供を受けながら進めること

• 民間や地域における作成・情報発信の
促進・普及に努めること

を記載。

• 「心のバリアフリー」の重要性や「心のバリアフリー」に
関する具体的な取組を推進していく旨を記載。

届出対象範囲（一例） 下表のように具体的な届出対象範囲を示している

◎ 行為の届出に関する事項

主な記載内容

明石市ユニバーサルデザインのまちづくり実行計画【令和２年３月公表】

※凡例：◎必須記載事項、○任意記載事項
８



ユニバーサルデザインの街づくり 心のバリアフリー

ありのままがあたりまえのまち
～ 誰もが安心して暮らせる「インクルーシブなまち」をみんなで ～

●実際の行動につなげるための気付きの機会の創出
＊歯科診療所スタッフ等事業者向けのユニバーサルマナー研修
＊新規採用教職員等の当事者との体験交流型研修
＊パラスポーツを通じて、子どもの多様性への理解を深めるため

に、教職員向けボッチャ指導用動画を作成
＊「I’mPOSSIBLE」プログラムを取り入れた特別授業

●当事者参画による共生のまちづくりの推進
＊2019年にまち歩き点検で指摘を受けた市所有緑地の段差を解消するために、

当事者参画を実施し、スロープを設置
＊多くの人が訪れる「商店街のバリアフリートイレ」の改修にあたり、当事者参画

を実施し、車いすユーザーなども使いやすく、来訪者のおもてなしになるよう
なトイレを整備

●官民連携による安全安心な移動の確保
＊鉄道駅の安全対策
＊UDタクシーの導入補助
＊道路の安全対策
＊エスコートゾーンの設置
＊飲食店などのBF化

●ユニバーサルツーリズムの推進
＊当事者のニーズに応じた観光情報等を提供するために、観光

モデルコースを紹介するユニバーサルツーリズム動画を作成し、
発信。 （４か国語対応）
事前に障害当事者と一緒にモニターツアーを実施し、意見を反映

●誰もが明石市を安心して楽しむための拠点として、
「あかし案内所」を整備 （2020年3月供用開始）

明石市ユニバーサルデザインのまちづくり実行計画作成後の取組状況

９
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